
厩
究
，
の
柔

日

本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
三
十
八
回
）

天

沼

俊

一

　
　
第
三
十
五
　
須
彌
壇
及
蔓
厘
（
申
の
上
）

　
も
　
へ
　
も
　
の

　
鎌
倉
時
代

　
に
な
る
と
、
須
彌
壇
も
亦
建
築
と
同
じ
様
に
複
難
化
し
て
、
中

中
李
安
時
代
迄
の
や
う
に
簡
畢
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は

唐
様
の
が
入
っ
て
き
て
、
和
様
と
の
折
衷
様
の
が
で
き
た
た
め
で

あ
る
。
天
竺
様
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
よ
く
判
ら
な

い
。
東
大
寺
開
田
堂
の
良
緋
下
界
の
入
っ
て
み
る
甘
干
の
乗
っ
て

み
る
八
角
形
の
も
の
が
、
い
は
ゴ
唯
一
の
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し

私
は
、
そ
れ
を
以
て
天
竺
様
の
と
い
ひ
得
る
と
確
言
は
で
き
な
い

（次

j
か
又
に
・
次
次
號
に
詳
寵
す
る
つ
も
り
）
。
け
れ
ど
も
天
竺
墜
認
め
ら
れ
る
の
は
，

後
に
も
先
に
も
あ
れ
つ
き
り
の
襟
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
∬
本
属
慰
築
研
究
の
栞
（
舜
八
）
（
天
沼
）
　
　
’

　
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
は
っ
き
り
判
っ
て
み
れ
ば
，
あ
と
は
大
概

見
當
が
つ
か
ぬ
こ
と
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
當
代
の
は
割

合
に
詳
し
く
記
載
し
て
み
や
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
順

序
と
し
て
和
様
か
ら
始
め
る
。

　
　
和
様
須
彌
壇

　
い
ふ
迄
も
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
便
宜
こ
・
で
分
類
を
し
て
み
る
。

　
和
様
の
壇
は
上
下
に
枢
を
置
き
、
其
間
を
束
を
以
て
若
干
－

　
多
く
は
等
間
隔
i
に
分
ち
、
各
韻
字
内
の
朋
昌
板
は

　
　
無
地
の
も
の
。

　
　
額
縁
の
み
入
っ
て
み
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
餓
翌
丁
六
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
三
〇
一

（　135）



　
　
　
　
　
貯
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
膏
入
）
（
矢
湛
）

　
　
額
欝
繕
叉
綾
摯
（
富
と
然
ら
ざ
る
と
あ
り
）
入
の
も
の
。

　
　
諮
独
間
入
の
も
の
。

　
　
格
狭
間
内
に
連
子
を
入
れ
た
も
の
。

　
　
格
狭
聞
内
に
蕩
疲
れ
奄
の
（
乗
懸
。

　
　
格
狭
間
内
に
動
物
募
れ
た
も
の
（
獅
子
・
孔
雀
等
）
。

　
等
で
、
さ
う
し
て
こ
の
格
狡
間
に
は
少
な
く
と
も
二
種
の
形
式

が
あ
る
。

　
又
権
が
上
。
“
中
・
下
と
で
も
い
ふ
の
か
、
三
つ
あ
る
の
が
あ
る

（金

ｰ
・
慈
限
院
多
費
塔
等
）
。
こ
の
饗
場
合
も
亦
、
同
じ
警
束

　
で
其
間
を
分
け
る
か
ら
、
四
角
な
場
所
が
上
下
に
で
き
る
Q
そ

　
こ
で
其
中
に
格
調
閣
や
蓮
子
を
入
れ
る
が
、
ど
ち
ら
が
上
と
い

ふ
や
　
な
規
則
は
な
い
や
・
で
あ
る
（
次
號
に
圃
示
す
）
。
．

　
　
稀
に
普
通
の
壇
上
に
更
に
薄
き
同
じ
大
さ
の
も
の
を
置
き
、

　
下
に
絡
狭
間
を
入
れ
、
上
に
卍
繋
ぎ
の
組
子
を
入
れ
た
の
が
あ

る
（
西
明
寺
本
堂
）
。
此
も
亦
前
に
記
し
た
も
の
車
に
入
れ
る
こ
と

　
が
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
と
に
か
く
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
形
は
殆
ん
ど
総
て
長
方
形
で
、
正
面
は
贋
い
が
、
塔
等
の
場

＝
合
は
正
方
形
の
も
あ
る
。
最
も
稀
に
圓
形
の
も
見
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
第
二
號
　
三
〇
二

（浄

y
堂
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

大
艘
こ
れ
位
で
あ
ら
・
。
上
下
（
又
に
中
）
の
獲
蕎
の
束
は
大

概
四
角
で
、
下
枢
長
上
枢
は
夫
れ
く
上
属
下
、
中
枢
の
あ
る
場

合
は
上
下
、
束
は
左
右
（
隅
束
ぽ
多
く
海
角
線
の
方
向
）
置
角
に
切
込
ん
藷
を

取
っ
て
あ
り
、
黒
漆
塗
で
面
は
朱
漆
塗
を
普
通
と
す
る
が
、
時

に
錬
釦
を
入
れ
て
蓑
薬
飾
し
た
の
も
あ
・
（
常
麻
寺
金
堂
浄
妙
寺
本
堂
）
。

金
銅
飾
金
具
を
打
つ
た
の
は
割
合
に
多
く
、
大
部
分
は
其
、
爾
に
特

有
の
蓮
唐
草
を
刻
し
て
あ
る
が
、
勿
論
ま
た
無
地
の
も
あ
る
。
さ

う
し
て
其
金
具
の
猪
の
目
は
、
殊
に
小
さ
く
つ
ぶ
れ
た
様
な
の
が

特
徴
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
建
物
は
特
溺
の
場

合
を
除
き
，
内
陣
も
総
て
床
が
貼
っ
て
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
須
彌

壇
も
石
製
の
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
ろ
し
い
。
萬
一
床
を
は
ら

ぬ
時
で
も
、
唐
様
の
と
同
類
に
木
製
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
本
號
に
は
軍
暦
一
と
い
っ
て
い
、
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、

糎
が
上
下
に
あ
る
も
の
を
假
に
か
う
名
づ
け
て
お
く
ー
ー
須
彌
壇

で
、
羽
目
板
に
は
主
に
漣
子
と
単
独
間
と
入
っ
た
も
の
エ
う
ち
、

絡
狭
間
は
普
通
の
形
の
も
の
、
帥
ち
前
代
叉
は
前
々
代
の
を
鰻
承

（エS6）



ぜ
る
形
の
も
の
に
就
て
①
み
証
し
．
も
っ
と
形
の
込
み
入
っ
た
も

の
は
、
幾
遍
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴

　
第
三
七
七
・
三
七
八
・
三
七
九
圖
は
，
大
和
當
庶
寺
追
越
羅
堂
の

も
の
。
先
づ
第
三
七
七
岡
か
ら
解
読
す
る
が
、
此
こ
そ
全
く
法
界

寺
阿
彌
陀
堂
の
系
統
（
第
三
七
四
圃
◎
・
㊨
）
だ
・
事
亘
明
ら
か
で
あ
る
。

　
上
下
の
糎
及
束
，
羽
目
板
内
の
横
蓮
子
の
額
豫
の
四
隅
に
螺
釧

を
入
れ
て
あ
る
こ
と
、
此
方
弼
に
少
し
く
趣
味
を
も
つ
て
み
る
人

は
誰
で
も
知
っ
て
み
る
で
あ
ら
う
。
此
は
浮
妙
寺
本
堂
の
須
彌
壇

（和

∫
ｬ
小
豆
島
）
と
共
に
頻
る
薯
な
も
の
で
あ
る
。

　
此
螺
釦
は
丁
度
飾
金
具
に
相
當
す
る
の
で
、
其
代
り
に
用
ひ
て

あ
る
の
で
あ
る
。
岡
は
正
演
に
向
て
右
手
の
も
の
が
、
此
少
し
左

に
例
の
「
寛
元
元
年
五
月
日
」
の
銘
丈
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
之
れ
は

此
鰯
に
は
見
え
て
み
な
い
。
壇
上
の
勾
欄
も
同
時
の
も
の
と
認
め

ら
れ
る
が
、
飾
金
具
は
天
正
年
間
の
も
の
で
、
四
隅
の
擬
籔
珠
と

共
に
、
遙
に
時
代
は
後
れ
て
み
る
。

　
然
る
に
横
蓮
子
の
入
っ
て
み
る
の
は
正
面
導
け
で
、
あ
と
は
第

三
七
八
．
三
七
九
岡
の
如
く
絡
狭
間
入
で
あ
る
。
其
形
も
李
安
を

　
　
　
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
尊
上
町
八
）
（
天
沼
）

飛
ば
し
た
奈
良
の
式
、
翻
ち
三
月
堂
八
角
二
重
の
下
壇
弱
目
板
に

み
る
㌍
（
第
三
七
　
岡
㊨
・
⑪
）
中
呂
ら
奮
に
離
れ
て
ゐ
・
。
須
彌
壇

の
み
で
な
く
、
其
上
中
央
に
安
置
せ
る
蔓
茶
羅
ω
肘
子
も
亦
こ
の

種
で
、
時
代
の
割
に
珍
し
い
羨
と
い
へ
る
（
第
三
七
八
圓
に
其
一
部
が
で
て
み
る
）
。

　
第
三
八
○
翻
は
奈
良
市
を
束
に
下
る
約
三
里
，
忽
辱
田
圓
成
寺

本
堂
の
も
の
。
あ
の
本
堂
は
以
前
に
造
り
か
へ
て
し
ま
っ
て
、
い
け

な
く
し
池
が
、
内
陣
柱
等
に
は
立
派
な
績
が
残
っ
て
居
り
、
中
央

に
此
須
彌
壇
を
お
き
上
に
厨
子
が
あ
り
，
其
内
に
は
飛
天
光
の
丈

六
誰
穣
（
國
實
）
を
寄
せ
る
大
々
覆
秀
・
四
で
あ
る
。
故
に
内

陣
の
中
央
は
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
須
彌
壇
は
圓
で
み
る
如
く
甚

だ
簡
軍
だ
が
、
酪
挾
間
は
頗
る
上
等
で
、
こ
れ
位
な
ら
不
安
末
と

し
て
も
大
し
て
蕪
支
は
な
い
位
で
あ
る
と
い
へ
や
う
。

　
第
三
八
一
岡
は
奈
良
市
中
院
町
、
極
電
導
本
堂
の
で
あ
ろ
が
、
此

堂
内
部
柱
璽
（
撃
て
郎
子
の
前
か
ど
、
内
外
陣
境
の
桂
と
詑
憶
す
）
に
、
沽
却
家
地
新
訴
券

文
事
と
題
し
、
文
永
二
年
三
月
壮
二
日
の
銘
あ
る
｝
丈
を
き
り
つ

け
て
あ
る
か
ら
、
は
っ
き
の
鵯
ら
な
い
が
、
此
柱
が
他
の
建
物
に
用

ひ
て
あ
っ
た
の
を
も
っ
て
來
な
か
っ
た
限
り
と
に
か
く
文
永
よ
り

は
早
い
と
し
て
差
支
は
あ
る
ま
い
。
鎌
倉
初
期
の
建
物
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
第
十
山
並
艦
｝
　
第
一
　
號
　
　
　
三
〇
三

（　1，“．7　）



　
　
　
　
　
且
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
冊
入
）
（
天
沼
）

か
と
思
は
れ
る
。

　
此
も
羽
目
板
に
絡
挾
間
が
入
れ
て
あ
る
が
、
上
下
の
枢
が
少
し

ば
か
り
念
入
で
、
た
∬
上
と
下
と
に
四
角
な
糎
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
少
し
く
繰
形
も
入
っ
て
み
る
し
、
叉
其
上
の
勾
欄
も
特
殊

の
形
を
し
て
み
る
。
勾
欄
に
は
爪
切
濡
れ
す
に
お
く
筈
で
、
當
臓
寺

蔓
茶
羅
の
も
何
も
か
・
す
に
お
い
た
の
で
あ
る
が
滝
此
は
ほ
ん
の

数
行
ば
か
り
記
し
て
み
る
。
廓
ち
地
覆
は
途
中
で
き
れ
、
束
は
四

角
な
棒
で
吹
寄
と
な
り
、
其
上
の
架
木
か
李
桁
か
或
は
一
本
で
爾

方
を
兼
ね
て
み
る
の
か
、
こ
の
水
脚
に
お
か
れ
た
木
は
、
鼻
が
此

時
代
の
纂
股
の
脚
そ
っ
く
り
の
形
を
し
て
み
る
。

　
そ
こ
で
此
を
如
何
に
み
る
か
が
間
題
で
あ
る
。
須
彌
壇
と
い
ひ

勾
欄
と
い
ひ
黙
劇
は
逆
軍
に
前
代
の
覆
承
で
す
ま
し
て
お
く
事
は

で
き
か
ね
や
う
。
然
ら
ば
時
代
が
進
ん
で
き
た
の
で
漸
く
巧
者
と

な
り
、
こ
の
様
な
形
式
を
案
出
し
た
と
す
る
の
も
一
つ
の
見
方
で

あ
る
が
、
後
に
蓮
べ
る
や
う
に
、
同
じ
や
う
な
繰
形
を
上
下
に
く

り
返
す
の
が
、
謂
は
ゆ
る
有
期
須
彌
壇
の
性
質
と
す
る
な
ら
ば
、

さ
う
し
て
爾
ほ
其
上
に
勾
欄
架
木
の
先
が
蕨
手
の
如
く
に
巻
き
上

る
の
が
、
其
特
徴
の
一
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
は
幾
分
其
式

　
　
　
　
　
　
　
鱈
図
鑑
六
盗
　
　
第
二
號
　
　
　
三
〇
凋
図

が
混
じ
て
み
る
と
か
、
其
影
響
が
現
は
れ
て
る
る
と
か
、
さ
う
い

ふ
風
に
考
へ
る
方
が
い
Σ
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
羽
目
板
一
ば
い
に
刻
ん
だ
楕
挾
間
の
中
に
、
大
き
く
蓮
花
が
描

い
て
あ
る
。
こ
れ
は
當
代
に
よ
く
や
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
江
に

あ
る
石
塔
慶
座
の
絡
挾
「
閲
の
内
に
、
こ
の
様
に
大
き
く
は
な
い
が
、

横
向
き
の
蓮
花
を
陽
刻
し
た
例
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。
鎌
倉
初

期
の
須
彌
壇
と
し
て
は
、
さ
う
い
ふ
轍
に
於
い
て
可
な
り
珍
し
い

も
の
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
八
二
・
三
八
三
圓
は
藥
国
東
院
堂
の
も
の
。
堂
は
弘
安
八

年
に
で
き
た
事
は
確
か
で
あ
る
か
ら
，
須
彌
壇
も
亦
同
時
と
み
て

差
支
は
な
い
。
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
最
も
よ
く
和
襟
を
現
は
せ
る

も
の
Σ
一
つ
で
、
須
彌
壇
も
勿
論
さ
う
で
あ
る
。
但
し
上
下
の
権

に
打
つ
け
て
あ
る
飾
金
具
緩
の
も
の
（
江
戸
拳
結
口
で
）
壷
宕
事
讐
嬰

白
々
で
あ
る
。
朋
目
板
の
格
狭
聞
の
形
が
大
に
滲
考
に
な
る
か

ら
、
眞
正
面
か
ら
と
っ
た
爲
眞
を
向
ひ
合
は
せ
に
第
三
八
三
総
に

だ
し
て
お
い
た
。
こ
れ
な
ら
岡
に
か
い
た
よ
り
精
確
に
現
は
し
得

た
と
思
ふ
。

此
形
憲
需
の
も
の
（
第
三
八
○
醐
）
と
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
其

（1諺8）
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H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
針
八
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
谷
　
　
第
二
號
　
　
　
三
〇
五



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
聴
酬
　
　
三
〇
六

昌

（　140　）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
導
入
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
谷
　

第
二
…
號
　
　
　
三
Q
・
七



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
計
八
）
（
天
沼
）

、

第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
八

τ
「

，
鷺
．
鑑
㍉
4
國
，
・
翻
零
丁
園
慨
諜
懸
…
繭
醤
霧
。
（
繹
碧
累
蔓
〉
咽
・
擁
笛
親
）

p
　
乱

（　142　）



日
本
古
建
築
研
究
の
粟
（
苛
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
天
．
沼
．
）

第
十
ブく

第
二
號
．

一．

黶
Z
九

＝

L
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臼
本
門
建
築
研
究
の
栞
（
慨
八
）
（
天
沼
）

第
十
轟
ハ
一
管
　
第
二
號
　
　
　
三
一
〇
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勝

∴
轄
．
．
与
骨
¶
凸
．
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警
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ド
溺
製
緊
獅
．
．
篤
識
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・
日
本
古
瞠
築
研
究
の
栞
（
滑
八
）
（
天
沼
）

第
十
山
一
巻
　
舳
第
二
…
號
　
　
　
ゴ
一
↓
一



日
本
間
建
築
研
究
の
栞
（
滑
入
）
（
天
沼
）

笛
〃
十
山
ハ
巻
　

第
二
肱
槻
　
　
　
三
一
二

繭
ザ
，
．

▽

（　146　）
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日
本
古
建
築
硯
究
の
栞
一
骨
八
）
（
天
沼
）

第
十
⊥
虎
谷
　

第
一
一
號
　
　
　
一
二
「
一
二



（148）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
、
（
冊
八
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
↓
號

四



口
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
世
子
）

（
天
沼
）
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口
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
冊
八
）
（
天
沼
）

第
十
六

第
二
號

一
六



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
餅
八
）
（
天
沼
）

第
十
六
巻

数
、
一
審

一七

　　　嚇繊細騰燭、酬
粒輔～餐＞tl　・m》・臼磯ナ拠磨＄
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
十
八
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
吐
就
　
　
　
三
一
八

ゆ

（　152　）



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
八
）
（
天
沼
）

第
十
六

第
二
號

九

’
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．
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土
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ハ
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旺
本
門
建
築
研
究
の
栞
（
滑
空
）
（
天
沼
）

輪
廓
の
曲
線
に
於
い
て
大
分
の
差
の
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
や

う
ゆ
そ
れ
丈
け
時
代
に
相
違
が
あ
る
と
思
へ
ば
よ
ろ
し
い
。
此
丈

け
み
て
る
る
と
中
々
い
・
が
、
あ
れ
等
に
比
べ
る
と
、
ど
う
も
い

く
ら
か
お
ち
る
や
う
な
氣
が
し
な
く
も
な
い
。
此
も
亦
輪
廓
内
に

蓮
花
の
横
向
き
を
か
い
て
あ
る
。

　
第
三
八
四
・
三
八
五
・
三
八
六
ω
三
条
は
、
何
れ
も
法
隆
寺
東
院

舎
利
殿
の
で
あ
る
9
舎
利
殿
も
単
一
も
鎌
倉
時
代
で
あ
る
。
床
下

ま
で
入
り
込
ん
で
調
べ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
、
或
は
何
か
銘
文
で

も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
さ
う
し
た
ら
ば
い
ざ
知
ら
す
、
そ
と
か

ら
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
須
彌
壇
も
や
は
り
鎌
倉
と
み
ら
れ
る
。
尤

も
厨
子
は
内
部
に
貞
治
四
年
云
々
の
墨
書
が
あ
る
か
ら
少
し
後
れ

る
が
、
須
彌
壇
は
そ
こ
迄
は
下
ら
な
い
と
思
は
れ
る
。

　
此
は
下
権
の
下
に
吏
に
展
開
せ
る
蓮
座
が
あ
り
，
雄
蘂
影
回
へ

て
る
る
。
尤
も
こ
れ
は
既
に
中
播
寺
金
色
堂
の
に
於
い
て
み
た
の

で
あ
る
が
、
格
挾
間
内
の
孔
雀
亦
割
り
。
さ
う
す
る
と
、
此
も
中
奪

寺
の
直
系
で
、
浮
妙
寺
本
堂
須
彌
壇
の
兄
弟
分
と
い
ふ
こ
と
に
な

る
。
併
し
浮
妙
寺
の
は
二
朋
で
向
ひ
合
ひ
、
且
つ
金
銅
製
で
あ
る

の
に
、
こ
れ
は
｝
羽
で
或
は
右
或
は
左
を
向
き
、
木
彫
箔
置
で
一

　
　
　
　
　
　
第
十
山
烏
ぬ
0
　
第
二
號
　
　
　
こ
ご
四

つ
く
皆
姿
勢
が
異
な
っ
て
み
る
か
ら
、
浮
妙
寺
の
分
が
何
れ
も

同
一
の
形
を
し
て
み
る
の
に
比
べ
て
、
随
分
骨
化
が
あ
る
が
、
ど

う
い
ふ
も
の
か
前
方
を
み
て
み
る
の
は
一
つ
も
な
く
、
何
れ
も
後

ろ
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
Q
、
中
奪
寺
の
は
さ
す
が
に
さ
う
版
で
お
し

た
や
う
で
は
な
く
、
前
向
き
も
後
向
き
も
あ
り
、
姿
勢
も
一
々
憂

っ
て
み
る
か
ら
、
全
く
面
白
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
李
安
後
期
丈

け
の
こ
と
は
あ
る
の
で
、
あ
れ
で
は
非
難
の
し
や
う
が
な
い
。

　
此
孔
雀
は
木
彫
の
せ
い
か
、
惜
し
い
こ
と
に
五
金
と
も
爾
足
の

と
こ
ろ
が
画
け
て
な
く
な
っ
て
み
る
が
、
そ
れ
は
勿
論
が
ま
ん
の

で
き
る
程
度
で
、
さ
う
大
し
た
問
題
で
は
な
い
Q
た
穿
此
壇
に
於
い

て
特
に
面
白
い
と
思
ふ
の
は
正
面
を
三
等
分
し
な
い
で
、
中
央
の

問
を
特
に
廣
く
し
た
か
ら
，
自
然
そ
こ
へ
入
っ
た
格
狭
間
は
大
に

卒
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
崩
れ
に
も
係
ら
す
孔
雀
を
向
ひ
合
は

せ
に
せ
す
、
他
の
間
と
同
様
に
唯
一
羽
に
し
て
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
前
に
は
少
し
ば
か
り
孔
雀
の
悪
口
を
か
い
た
が
、
こ
の
黙
は

全
く
よ
く
考
へ
た
こ
と
」
思
ふ
。

　
絡
狭
間
に
は
金
銅
の
輪
廓
が
と
っ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
こ
と

に
適
當
な
手
法
で
、
内
に
金
の
孔
峯
が
あ
る
の
に
封
し
、
縁
が
斜
に

（15S）



切
っ
て
あ
っ
て
、
其
部
分
が
朱
で
ぬ
っ
て
あ
る
位
で
は
到
鷹
引
立

た
な
い
か
ら
め
金
管
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
も
既
に
金
色
堂
に

あ
り
、
浮
妙
寺
に
も
あ
る
。
鳳
母
堂
の
に
も
恐
、
頓
く
あ
っ
た
で
あ

ら
う
。
但
し
こ
れ
は
格
狭
間
内
に
一
億
つ
つ
の
鳳
嵐
が
み
た
か
も

知
れ
な
い
。
牡
丹
に
唐
獅
子
の
金
管
板
を
と
っ
て
み
る
と
、
釘
孔

位
は
残
っ
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
須
彌
壇
は
黒
漆
塗
と
し
て
あ
る
が
、
勾
欄
は
朱
漆
で
塗
っ
て
あ

る
。
そ
こ
を
金
具
其
手
で
金
色
に
光
ら
せ
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
で

き
た
て
は
非
常
に
美
し
か
っ
た
と
悪
は
れ
る
。
序
な
が
ら
地
覆
下

の
展
開
せ
る
蓮
花
郷
は
側
面
に
つ
い
て
み
る
昇
降
段
の
最
下
段
の

と
こ
ろ
で
、
洵
に
巧
か
を
さ
め
方
を
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
丁
度
か

け
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
窮
眞
に
も
現
は
し
て
な
い
が
、
累
物
を

み
る
折
が
あ
っ
た
ら
注
意
す
べ
嚢
で
あ
る
。
爾
第
三
八
M
・
三
八

六
・
三
八
九
囲
等
の
、
下
権
と
床
と
の
簡
に
あ
る
波
形
の
曲
線
を

も
つ
た
長
い
木
は
、
ほ
ん
た
う
は
一
つ
ノ
～
蓮
花
〃
ほ
る
べ
き
の

を
、
略
し
た
と
考
へ
れ
ば
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。
こ
の
様
な
曲
線
を
用

ひ
て
あ
っ
て
も
，
唐
様
の
影
響
等
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
三
八
七
圏
は
法
隆
寺
新
堂
須
彌
壇
の
一
部
。
聖
壇
の
各
部
の

　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
瀞
入
）
（
天
沼
）

赫
料
は
極
め
て
き
ゃ
し
ゃ
で
、
淘
に
あ
の
堂
に
よ
く
似
合
っ
て
み

る
。
あ
の
堂
が
弘
安
七
年
に
で
き
た
こ
と
は
、
棟
札
に
よ
り
て
知
ら

れ
る
が
、
須
彌
壇
も
よ
く
似
合
っ
て
み
る
か
ら
、
勾
欄
と
共
に
初
め

か
ら
高
堂
に
用
ひ
ら
れ
て
る
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
さ

う
す
る
と
、
爾
端
の
瀦
臼
板
が
傘
分
に
き
れ
、
從
て
格
挾
間
も
嗣

様
傘
分
に
な
っ
て
み
る
の
が
問
題
で
あ
「
る
し
、
さ
う
で
な
い
と
す

る
と
、
撮
影
か
ら
他
の
を
こ
Σ
へ
間
に
合
は
し
た
際
、
大
さ
が
合

は
な
い
池
め
途
中
か
ら
切
断
し
た
と
で
も
す
る
か
、
何
と
か
せ
ね

ば
ど
う
も
工
合
が
よ
く
な
い
。
天
井
だ
つ
て
さ
う
で
、
壇
上
が
反

て
簡
躍
な
格
天
井
と
な
り
、
外
陣
に
あ
た
る
所
の
上
が
小
組
絡
天

井
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
等
も
其
逆
で
あ
り
さ
う
だ
の
に
、
ど
う
し

た
の
か
と
患
は
れ
る
も
の
Σ
一
で
あ
る
。

　
と
に
か
く
名
目
板
の
絡
腰
間
は
形
が
い
長
し
、
勾
欄
親
柱
は
費

珠
も
一
木
か
ら
く
り
出
し
で
二
幅
あ
り
、
其
他
よ
く
時
代
は
あ
っ

て
み
る
。
た
だ
土
根
と
地
覆
と
の
間
に
入
っ
て
み
る
縮
の
懐
い
木

が
少
し
く
憂
に
思
は
れ
る
丈
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
八
八
圓
は
伊
豫
道
後
の
石
手
寺
本
堂
の
も
の
、
一
部
を
だ

し
た
の
で
あ
る
。
本
堂
は
本
闇
は
五
間
五
膳
入
母
屋
造
鎌
倉
時
代

　
　
　
　
　
　
第
「
丁
山
門
巻
　
　
第
二
貌
　
　
　
三
二
五

触
（159）



　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
競
八
）
（
天
沼
）

の
建
築
で
あ
る
が
、
内
陣
の
須
彌
壇
亦
同
時
の
も
の
と
思
は
れ

る
。殆

ん
ど
攣
の
附
合
、
床
の
上
に
（
展
開
ぜ
る
董
辮
の
あ
ろ
の
も
あ
る
が
）
下
読
を
お

い
て
あ
る
こ
と
は
、
臨
に
迷
界
し
た
例
で
実
者
談
君
は
承
知
し
て

居
ら
れ
る
こ
と
Σ
思
ふ
。
然
る
に
此
場
合
に
は
、
囲
で
み
る
通
り

地
覆
長
押
を
お
き
、
其
上
に
下
枢
を
の
せ
て
み
る
と
こ
ろ
、
珍
し

い
と
い
へ
る
。
賜
目
板
の
絡
狭
間
の
形
も
鯨
黙
認
っ
て
居
り
、
輪

廓
の
斜
に
な
っ
て
み
る
部
分
の
幅
が
廣
い
の
と
、
爾
肩
の
三
つ
の

茨
の
間
が
接
近
し
て
み
る
た
め
と
、
其
間
の
曲
線
が
署
し
く
圓
味

を
も
つ
て
み
る
の
と
、
上
方
に
茨
を
向
け
た
中
央
の
部
分
。
か
割
合

に
長
い
の
と
で
、
大
分
に
形
が
憂
っ
て
見
え
る
。
さ
う
し
て
里
中

に
は
嵩
厚
肉
彫
の
唐
獅
子
を
一
疋
づ
Σ
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
も

…
つ
く
形
が
異
な
っ
て
み
る
。

　
格
挾
間
の
中
に
獅
子
を
入
れ
る
こ
と
は
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ

た
が
知
ら
ぬ
が
、
此
時
代
は
既
に
あ
っ
た
事
は
、
此
例
及
び
金

剛
輪
寺
本
堂
須
彌
才
童
郡
）
等
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
。
後
に
な
る

と
牡
丹
が
あ
し
ら
は
れ
、
そ
こ
で
牡
丹
に
唐
獅
子
が
で
き
て
く
る

の
で
あ
み
。

　
　
　
　
　
　
　
宵
山
i
山
ハ
瓜
奮
　
第
二
號
　
　
　
一
構
ニ
山
ハ

　
第
三
八
九
岡
は
書
園
山
理
数
寺
・
金
…
糊
堂
の
も
の
。
先
年
こ
の
勾

欄
を
盗
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
此
爲
翼
に
爲
っ
て
み
る
の
よ

り
他
に
見
ら
れ
な
い
か
と
思
っ
た
み
た
所
、
後
に
歳
入
が
捕
へ
ら

れ
無
事
に
元
に
戻
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
費
内
乱
に
節
が
一

つ
も
な
い
と
こ
ろ
は
、
見
た
と
こ
ろ
少
し
く
奇
按
過
ぎ
る
。

　
此
須
彌
壇
は
、
下
の
方
が
爲
っ
て
み
な
い
が
，
實
は
此
は
勾
欄

を
記
載
す
る
時
の
要
意
に
と
っ
て
お
い
た
の
だ
か
ら
、
下
の
方
は

な
く
と
も
よ
か
っ
た
が
、
夫
れ
を
壇
の
方
に
間
に
合
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
き
た
た
め
、
少
し
く
膿
裁
が
よ
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
罷
裁
は
ま
つ
い
に
し
て
も
、
壇
の
形
は
鋼
っ
て
み
る
ゆ
即
ち
普

通
の
形
で
、
朋
目
板
に
は
た
草
壁
越
響
け
を
入
れ
て
あ
、
る
。
ど
う

も
こ
れ
で
は
少
し
淋
し
く
て
物
足
り
な
く
は
あ
る
が
、
何
も
な
い

の
よ
り
い
・
。
此
建
物
は
〔
特
建
適
適
目
録
“
に
室
町
と
な
っ
て
み

る
が
、
私
は
南
北
朝
頃
の
も
の
と
思
ふ
の
で
、
こ
Σ
に
入
れ
て
お

い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
九
〇
園
は
石
塁
寺
三
電
量
初
重
の
で
、
羽
目
板
額
縁
の
巾

へ
格
狡
間
を
入
れ
て
あ
る
。
從
來
の
例
で
は
、
額
縁
の
中
は
大
概

縦
か
又
は
横
の
蓮
子
で
、
絡
挾
間
を
入
れ
た
の
は
殆
ん
ど
な
く
、

（ユco）



つ
ま
り
格
狭
間
を
入
れ
る
な
ら
ば
、
周
園
に
輪
廓
は
つ
け
な
い
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
夫
れ
で
は
類
例
多
く
至
極
短
身
だ
か
ら
、
此

際
憂
つ
た
意
匠
を
凝
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
其
上
に
籍
挾
間
の
形
が
甚
だ
特
殊
で
あ
る
。
亘
れ
は
正
面
に
つ

い
て
み
る
の
は
、
上
部
中
央
の
部
分
に
、
上
方
に
尖
れ
る
茨
を
鋏

き
、
側
面
の
は
岡
じ
く
上
部
中
央
に
、
上
方
に
向
ふ
べ
き
の
が
下

を
向
い
て
み
る
。
そ
れ
か
ら
下
の
李
た
い
と
こ
ろ
、
立
詰
い
ふ
名

か
知
ら
ぬ
が
、
茶
碗
や
鉢
な
ら
糸
底
に
當
る
と
こ
ろ
の
形
も
，
少

し
く
普
通
と
異
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
み
た
と
こ
ろ
は
、
大
分
三
つ

た
感
じ
が
し
て
み
る
。
第
三
八
八
厩
に
だ
し
た
本
堂
須
彌
壇
で

も
、
ま
た
こ
れ
で
も
、
．
爾
方
共
至
り
他
で
見
當
ら
な
い
形
を
し
た

も
の
を
用
ひ
て
み
る
。
勾
欄
亦
略
式
、
費
珠
後
膨
。

　
第
三
九
【
岡
は
有
名
な
河
内
の
夢
心
寺
本
堂
の
壇
。
此
も
朋
目

板
へ
格
狭
間
を
入
れ
た
斎
け
で
、
極
め
て
普
通
の
取
扱
が
し
て
あ

る
の
だ
か
ら
レ
夫
れ
轟
け
な
ら
つ
ま
ら
な
い
が
、
第
三
八
一
調
に

掲
げ
た
極
樂
院
本
堂
の
を
、
も
う
少
し
込
み
入
ら
し
た
や
う
な
繰

形
を
、
壇
の
上
下
に
つ
け
て
あ
る
。
ま
た
隅
の
と
こ
ろ
に
は
装
飾

の
た
め
の
脚
が
つ
け
て
あ
る
。
勿
論
此
再
呈
け
で
講
壇
を
も
た
せ

　
　
　
　
　
篇
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
立
入
）
（
天
沼
）

る
こ
と
は
不
薄
能
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
此
の
露
な
も
の
が
こ
・

へ
で
・
き
た
の
で
あ
ら
う
か
。

　
此
は
ど
う
も
唐
様
の
影
響
ら
し
い
の
で
あ
る
。
後
に
綱
示
し
て

解
説
を
す
る
が
、
、
麿
様
の
須
彌
壇
に
於
い
て
は
、
上
下
に
込
み
入

っ
た
同
じ
や
う
な
繰
形
を
反
鮒
に
く
り
返
へ
す
の
と
、
下
に
こ
の

様
な
飾
の
脚
を
つ
け
る
の
と
が
特
徴
で
あ
る
。
有
名
な
和
唐
折
衷

建
築
丈
け
あ
っ
て
、
こ
の
遽
へ
も
少
し
ば
か
り
で
Σ
き
た
と
滲
へ

て
も
よ
ろ
し
い
様
で
あ
る
。

　
第
三
九
二
岡
は
醍
醐
寺
金
堂
の
も
の
。
慶
長
三
年
豊
距
秀
吉
が

紀
伊
の
湯
淺
か
ら
移
し
た
と
い
ふ
こ
と
だ
が
、
建
物
が
鎌
倉
三
代

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
様
式
手
法
が
此
を
脆
し
て
る
る
。
こ
・
に

だ
し
た
の
は
其
須
彌
壇
で
、
修
理
が
で
き
上
る
か
上
ら
ぬ
か
位
の

隣
，
ま
だ
銅
像
は
…
艦
も
お
い
て
な
い
う
ち
に
と
っ
た
蚕
下
で
、

壇
を
み
る
た
め
に
は
至
極
都
合
が
よ
ろ
し
い
。

　
下
権
の
下
の
は
畑
瀬
と
雄
蘂
と
を
略
し
た
と
し
て
、
然
ら
ば
上

下
の
上
の
は
何
か
と
い
ふ
、
と
、
こ
れ
は
下
権
の
下
の
を
上
権
の
上

に
つ
け
た
丈
け
で
、
蓮
郷
が
馨
さ
れ
た
と
み
る
よ
り
は
、
上
に
も

っ
け
て
み
や
う
、
と
い
っ
た
や
う
な
と
こ
ろ
が
ら
、
く
り
返
し
た
の

　
　
　
　
　
　
第
十
山
踏
巻
　
　
餓
が
二
鼎
酬
、
　
　
三
ご
七

（　lf｝1　）



R
皿
土
古
建
築
研
究
の
・
栞
（
瀞
「
八
）
（
天
泓
σ

で
あ
ら
う
。

　
其
閣
に
狭
ま
っ
て
み
る
と
こ
ろ
丈
け
を
み
る
と
，
瞥
麺
の
和
様

の
壇
と
何
等
慶
つ
た
所
が
な
い
。
た
ゴ
束
の
間
鶴
が
慶
く
、
其
爲

め
額
縁
内
の
横
蓮
子
も
長
過
ぎ
る
虞
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
中
央

へ
束
を
た
て
エ
ニ
蓮
と
し
、
班
て
恰
好
を
と
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

全
艦
と
し
て
大
分
形
が
目
新
し
い
。

　
こ
れ
丈
け
記
せ
ば
い
・
の
で
あ
る
が
、
此
際
も
勾
欄
に
就
て
一

言
蓮
べ
て
お
き
奪
い
。
此
勾
欄
は
側
颪
の
方
は
何
で
も
な
い
が
、

正
面
は
地
覆
丈
け
が
柱
か
ら
柱
ま
で
、
壇
全
艦
に
通
り
、
其
上
の

架
木
と
李
桁
と
は
、
圖
で
み
る
如
く
は
ね
て
み
る
。
同
じ
や
う
な

目
的
の
た
め
に
第
三
七
八
翻
や
次
圏
の
や
う
に
な
っ
て
み
る
の

は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
純
和
様
の
で
而
も
地
覆
丈
け
を
通
し
た

の
は
、
恐
ら
く
こ
れ
丈
け
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
例
へ
勾
欄
が
全
部

古
い
ま
Σ
で
な
い
と
し
て
も
、
か
・
る
手
法
に
よ
り
て
一
暦
珍
し

く
見
せ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
九
三
岡
は
唐
招
提
寺
講
堂
の
須
彌
壇
の
一
部
分
で
あ
る
、
．

此
も
弱
目
板
に
蓮
子
入
の
で
あ
る
が
、
他
の
殆
ん
ど
煮
て
が
盲
の

横
蓮
子
で
あ
る
の
に
、
此
は
縦
で
而
も
間
が
あ
い
て
み
る
、
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
十
・
六
巻
　
　
第
二
…
概
　
　
　
｝
ニ
恐
入

ら
床
下
の
通
風
に
は
い
Σ
が
、
こ
の
様
に
壊
れ
て
く
る
と
少
し
く

き
た
な
ら
し
い
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
床
が
た
Σ
き
の
と
こ
ろ
へ

木
製
の
壇
を
つ
く
る
と
き
、
か
う
す
れ
ば
麺
風
が
自
由
で
都
合
が

い
、
筈
で
あ
る
。

　
　
磯
壇
は
ど
う
み
て
も
鎌
倉
式
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
講
堂
が
で

き
た
と
き
か
ら
の
も
の
で
な
い
事
は
確
か
と
い
へ
る
。
さ
う
す
る

と
講
堂
に
大
々
的
の
修
理
を
加
へ
た
と
き
か
、
又
は
本
愈
彌
勒
如

來
を
弘
安
八
年
に
造
立
し
た
と
同
時
に
、
此
壇
を
つ
く
り
、
又
天

井
も
光
背
を
樂
に
入
れ
る
た
め
、
折
上
小
組
絡
天
井
に
し
た
の
で

、
あ
ら
う
、
と
い
ふ
見
事
は
容
易
に
つ
く
で
あ
ら
う
。

　
　
此
場
合
は
、
既
に
記
し
た
や
う
に
上
目
板
額
知
内
の
蓮
子
と
，

勾
欄
の
並
木
や
李
桁
が
充
分
の
び
て
る
て
、
形
の
い
Σ
曲
線
を
形

づ
く
り
、
法
隆
寺
聖
露
院
内
陣
騰
子
上
の
唐
破
風
の
曲
線
を
み
る

や
う
な
、
甚
だ
落
着
い
た
の
び
く
し
た
毎
分
に
な
れ
る
こ
と
・

を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
，

　
最
後
に
不
退
寺
本
堂
の
夫
れ
を
騒
面
で
示
し
て
お
く
。

　
第
三
九
四
・
三
九
五
圖
で
一
通
り
盤
し
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

來
石
柱
の
閥
隔
は
十
尺
六
寸
二
分
前
あ
．
る
が
、
壇
は
早
漏
方
へ
三

（　16c．，　）

a．



尺
九
寸
一
分
逓
（
賓
瑳
柱
の
申
心
迄
で
あ
る
が
）
は
み
だ
し
て
み
る
．
さ
－
し
て

上
下
悪
霊
面
は
四
つ
罎
劃
し
（
搬
黒
鍵
醐
驚
翻
蝦

鵜
）
、
響
は
面
と
し
，
習
警
は
親
の
㌍
、
闘
の
す
い

た
縦
蓮
子
を
入
れ
て
め
る
。
須
彌
壇
と
し
て
は
こ
れ
丈
け
の
事
で

あ
る
。、

實
は
央
れ
か
ら
上
が
面
白
い
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
正
漏
に
於
い

て
勾
欄
の
地
覆
と
架
木
と
を
省
き
、
李
桁
と
上
枢
と
の
問
に
板
を

は
り
、
講
の
撃
奪
し
て
供
物
肇
集
ね
し
雍
の
で
（
楚

謬
鞍
嘘
）
、
此
が
全
－
珍
し
い
。
さ
－
し
て
正
栗
桁
の
供

物
盗
は
、
側
面
に
巡
っ
て
い
っ
て
、
内
側
は
い
・
が
、
側
の
幅
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ

を
減
す
る
た
め
、
、
二
つ
ば
か
り
し
ゃ
く
り
を
つ
け
て
，
そ
こ
を
う

ま
－
納
め
て
み
る
手
際
は
葵
よ
ろ
し
い
（
第
三
九
四
謹
＠
第
三
九
五
圃
＠
）
。

　
絢
ほ
こ
の
壇
に
於
て
は
、
何
故
か
勾
欄
の
架
木
と
李
桁
と
を
i

一
例
へ
極
く
僅
か
で
も
一
反
ら
し
て
み
る
。
偶
然
さ
う
な
っ
た

の
で
は
な
－
、
態
農
ら
し
砦
の
と
ほ
か
考
へ
ら
れ
ぬ
（
罐
働

譲
鎌
識
）
。
親
控
の
曹
や
擬
叢
の
大
さ
に
少
し
位
象
が

あ
る
の
は
、
杢
罷
が
木
で
造
っ
た
も
の
だ
か
ら
そ
の
位
の
こ
と
は

仕
方
な
い
と
し
て
お
い
て
よ
ろ
し
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
“
目
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
立
入
）
（
天
沼
）

　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三

次
號
に
も
う
少
し
和
様
須
彌
境
の
例
を
引
い
て
ま
と
ま
り
な
つ
け
、
さ

う
し
て
唐
様
及
び
。
穴
竺
様
ら
し
い
も
の
に
及
ぼ
し
、
第
四
號
に
江
戸
暗

是
迄
の
な
記
し
て
大
尾
と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
三
月
一
二
鎚
稿
…
了
O

蛾
謝
十
↓
ハ
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
一
土
穂
・
兀
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